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総会の様子 

平成 24年 5月 27日（日）、KKR札幌医療センター 

3 階会議室におきまして、平成 24 年度公益社団法人

北海道臨床工学技士会総会が開催されました。 

審議事項、報告事項の各議案に関して、委任状

による出席者を含め過半数を超えた会員より承認

を頂き成立しました。 

ご多忙な時期にも関わらず、積極的に御協力頂い

た会員皆様に篤く御礼申し上げます。  

  

審議事項 

第1号議案 平成23年度事業および収支決算報告 

第2号議案 平成23年度監査報告 

報告事項 

・ 平成24年度事業計画報告 

・ 平成 24年度収支予算報告 

・ 第二期役員選出結果報告  
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****************************************** 

2012年 7月 7日（土） 

「北海道心カテセミナー vol.1」 
会場 TKP札幌ﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰｱﾈｯｸｽ 6C 

札幌市中央区北3条西3丁目 

札幌小暮ビル 6階 

http://hcea.umin.ac.jp/（当会ＨＰ参照） 

****************************************** 

2012年 8月 12日（日） 

「第３回北海道呼吸療法セミナー」   

会場 北大学術交流会館 

    札幌市中央区北 8条西 5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2012年 9月 9日（日） 

「第7回医療安全セミナー」 
会場 札幌医科大学 

札幌市中央区南１条西１7丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の webサイトをご覧ください。 

６月２日を CE の日（臨床工学の日）とすることが

日本臨床工学技士会の理事会で決定され総会で

報告されたことにより設定が決定いたしました。６月

２日は、昭和６２年臨床工学技士法が国会で成立

し法律第６０号として公布された日にあたります。 

平成２４年度診療報酬改定内容について厚生

労働省から疑義解釈通知が発出されました。  

透析に関連する内容は以下のとおりですので、

ご確認くださいますようお願い申し上げます。 

 

疑義解釈資料の送付について（その１）より 

 

（問167） 

人工腎臓について、エポエチンベータペゴルは

エリスロポエチン製剤に含まれるのか。 

（答）  

そのとおり。 

 

（問１６８）  

人工腎臓の慢性維持透析濾過（複雑なもの）を

行っている患者がいない場合も、体制が整ってい

る場合には、透析液水質確保加算２を算定してよ

いか。  

（答） 

算定して差し支えない。 

 

（問169） 

持続緩徐式血液透析濾過はどの区分で算定す

るのか。 

（答）  

Ｊ０３８－２持続緩徐式血液濾過で算定する。 

 

（問177） 

Ｋ６１６－４経皮的シャント拡張術・血栓除去術

について、３ヶ月に２回以上実施した場合、２回目

以降の手術に伴う薬剤料又は特定保険医療材料

料は算定できるか。 

（答） 

算定できない。 

 

（問178） 

Ｋ６１６－４経皮的シャント拡張術・血栓除去術

について、３ヶ月に２回以上、複数の保険医療機

関で実施した場合、それぞれの保険医療機関に

ついて３ヶ月に１回に限り算定できるか。 

（答） 

１人の患者につき、３ヶ月に１回に限り算定す

る。 

 

疑義解釈資料の送付について（その２）より 

 

（問50） 

Ｋ６１６－４経皮的シャント拡張術・血栓除去術

について、3ヶ月に1回に限り算定できるが、3ヶ月

に1回しか当該手術を実施できないのか。 

（答） 

そうではない。当該手術料は、3ヶ月の一連の行

為を評価したものであり、3ヶ月に2回以上実施して

差し支えない。医学的な必要性に応じて実施する

こと。 

 

＜疑義解釈資料（厚生労働省ホームページより）>  
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（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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このコーナーは、平成 2３年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、本年 3月に北海道工業大学を卒業し、現在旭川赤十字病院にて勤務中の前田 愛梨さ

んです。 

旭川赤十字病院 

前田 愛梨  

（北海道工業大学 卒業） 

 

私は，北海道工業大学を卒業し、4 月より

旭川赤十字病院臨床工学課に勤めています。 

臨床実習は旭川赤十字病院で実施させていた

だき、幅広い分野で業務をおこなっているこ

とを知り、この病院で働きたいと強く思い就

職を希望しました。新社会人となり、慣れな

い環境に戸惑いながらもやりがいのある毎日

を送っています。 

現在はプリセプターの指導のもと透析室業

務を中心に機器管理、心カテ、ＩＣＵやオペ

室での業務など幅広い分野を経験させていた

だいています。様々な分野で活躍する先輩の

姿を見て、多岐にわたる臨床工学技士の業務

を実感するとともに、自身の知識の足りなさ

を常に痛感させられます。 

主に携わっている透析室の業務では、プラ

イミングや定時のチェック、血液回路の接続

を行っています。ようやく一日の流れを把握

し、時間配分を考え行動できるようになって

きました。血液回路の接続やテープ固定など

患者さまと接する場面では、まだまだぎこち

ない私にやさしく声をかけてくれる患者さま

に大変救われています。これから始まる穿刺

や、返血作業にむけ患者さまとのコニュニケ

ーションを大切にし、信頼関係を築いていき

ます。 

毎日、覚えることが多く、気持ばかりが焦

りますが、新しく得た知識を自分なりに整理

し丁寧で確実な仕事ができるように心がけて

います。一歩一歩ではありますが患者さまや

他の医療スタッフに認められる臨床工学技士

を目指して前進していきます。 



2012-(5)             公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース             ２０１２年６月 

◆RMニュース◆ 
 
＜酸素送れず、女性意識不明＞ 
 白血病で入院中の女性患者(45)の肺に酸素を送

るための蘇生器具の使用を誤り、心肺が一時停止

し、低酸素脳症になるミスがあったと発表した。 

 女性は 10 日の夜に自発呼吸が出来ない状態に

なり、午後 9時 45分頃から約 30分間、手動で肺に

酸素を送り込む「蘇生用バッグ」を使用。だが、酸

素を送り込む弁を誤って取り付けていたため、十分

な換気が出来ず、約 15分間心肺が停止した。 

 「蘇生用バッグ」は 3 月に別の患者に使用した

後、3 人の看護師が分解して洗浄。再度組み立て

る際に誤り、酸素が送れるかどうかの確認をしてい

なかった。 

4月 20日 掲載：共同通信社 平成２４年度４月～５月までの理事会において

以下の報告・協議がされました。 

 

・第２期役員（理事）担当割について 

・賠償責任保険制度の入会受付について 

・本年度委員会メンバーの委嘱について 

・入会手続きのオンライン化について 

＜消毒ミスの内視鏡で検査  
兵庫県の病院＞ 

 兵庫県の病院は 20 日、消毒が不十分だった内

視鏡を658人の検査に使用していたと発表した。病

院は全員を対象に B型肝炎やエイズなどの血液検

査をする。 

 病院によると、胃や大腸の検査に使う内視鏡は通

常、消毒液 5 分間漬けるが、洗浄機の設定時間が

0 分になっていたため、十分な消毒が出来ていな

い可能性があるという。業者の 2010 年 7 月の点検

以降、設定の確認をしていなかった。 

4月 23日 掲載：共同通信社 

＜患者 10人に未消毒の内視鏡使用 
 神奈川県の病院＞ 

神奈川県の病院は 26 日、耳鼻咽喉科の患者 10

人に消毒していない内視鏡を使用したと発表した。既

に患者に謝罪し、肝炎など感染症の検査を始めた。 

病院によると、25 日の診察終了後に洗浄機の消毒

時間が本来の「5分」ではなく「0分」に設定されている

ことに看護師が気付いた。前回の診察終了後、機器

をメンテナンスした際に戻し忘れたとみられる。 

4月 27日 掲載：共同通信社 
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